
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク 

一
斉
に
実
施

里
山
辺
地
区
の
御
柱
祭

　

日
頃
は
、
里
山
辺
公
民
館
事
業

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
大
勢
の
皆
様
に
か
か
わ
り
と

ご
参
加
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
各

公
民
館
委
員
会
で
立
案
さ
れ
た
事

業
に
つ
い
て
、
公
民
館
運
営
委
員

会
で
審
議
決
定
さ
れ
、
5
月
11
日

の
合
同
委
員
会
に
て
説
明
申
し
上

げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
長
年
継
続
し

て
き
た
事
業
も
大
切
に
し
な
が
ら

社
会
の
変
化
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
事
業
も
視
野
に
展
開
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
公
民
館
の
生

涯
学
習
と
い
う
と
大
げ
さ
に
な
り

ま
す
が
、「
地
域
の
子
ど
も
を
地

域
で
育
て
る
」
と
か
「
挨
拶
運
動
」

と
か
「
地
域
ケ
ア
」
と
か
、
現
在

こ
の
地
区
に
も
様
々
な
取
り
組
む

べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な

課
題
で
あ
っ
て
も
、
地
区
住
民
一

人
一
人
が
主
役
に
な
り
、
考
え
、

行
動
し
よ
う
と
い
う
地
区
の
一
体

化
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
公
民
館
に
集
ま
っ
て
、
地
域

文
化
を
学
ん
だ
り
、
健
康
増
進
を

図
っ
た
り
、
趣
味
の
世
界
を
広

げ
た
り
と
、
学
び
を
通
し
て
の

生
き
が
い
づ
く
り
と
と
も
に
、

人
と
人
の「
話
」と「
輪
」と「
和
」

を
大
き
く
し
て
、
人
づ
く
り
や

地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

公
民
館
が
さ
ら
に
大
き
な

「
話
」
と
「
輪
」
と
「
和
」
づ

く
り
の
拠
点
に
な
り
ま
す
よ
う

皆
様
の
お
力
添
え
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

里
山
辺
公
民
館
長　
多
田
　
健

人
の「
話わ

」と「
輪わ

」と「
和わ

」づ
く
り
を

公
民
館
「
皆
さ
ん
が
主
役
」

平
成
29
年
度
里
山
辺
公
民
館

主
な
事
業
の
ご
案
内

◇
第
2
回
里
山
辺
地
区

　
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

5
月
26
日（
金
）

◇
第
47
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

6
月
4
日（
日
）

◇
第
13
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

8
月
18
日（
金
）

◇
第
64
回
野
排
球
大
会

8
月
27
日（
日
）

◇
第
62
回
地
区
大
運
動
会

10
月
15
日（
日
）

◇
第
43
回
地
区
文
化
祭

11
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）

◇
第
61
回
卓
球
大
会
・

　
第
38
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
12
日（
日
）

◇
地
区
立
志
式

2
月
17
日（
土
）

　
そ
の
他
各
種
講
座
や
事
業
の

開
催
に
つ
い
て
は
、「
里
山
辺

公
民
館
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◇
「
御
柱
建
立
」
に

　
　
　
　
氏
子
の
力
結
集

　

千
鹿
頭
神
社
の
七
年
に
一
度
の

御
柱
建
立
祭
が
5
月
3
日
に
行
わ

れ
、
千
鹿
頭
山
山
頂
の
神
社
境
内

に
御
柱
を
曳
い
た
。

　

御
柱
置
き
場
に
て
曳
き
立
て
式

典
が
行
わ
れ
、
約
１・
２
キ
ロ
の

曳
行
路
で
は
家
の
前
に
振
る
舞
い

酒
が
出
さ
れ
懐
か
し
い
友
と
語
ら

い
、
木
遣
り
師
の
名
文
句
に
酔
い

ま
し
た
。

　

鳥
居
前
で
は
岡
谷
の
和
太
鼓

「
音
鼓
（
お
と
）」
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
和
太
鼓
に
迎
え
ら
れ
、
急
な

参
道
で
は
消
防
団
の
ラ
ッ
パ
隊
の

ラ
ッ
パ
の
響
き
に
後
押
し
さ
れ
、

社
殿
の
あ
る
山
頂
境
内
ま
で
御
柱

を
曳
き
付
け
ま
し
た
。

　

第
三
位
の
柱
は
神
楽
桟
に
て
建

立
し
、「
ヨ
イ
ト
マ
ケ
」
の
掛
け
声

で
神
楽
桟
を
巻
く
と
御
柱
が
ユ
ッ

ク
リ
と
そ
り
立
ち
、
千
鹿
頭
神
社

の
境
内
に
御
柱
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
　

編
集
委
員　

小
岩
井 

登
嗣
治

◇
御
柱
祭
、
里
曳
き
、
建
て
御
柱

　

里
山
辺
の
須
々
岐
水
神
社
で
は

5
月
5
日
に
里
曳
き
及
び
建
て
御

柱
を
と
り
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
7
時
20
分
に
仮
置
き
場
に

集
合
し
、「
男
づ
く
り
」
と
呼
ば

れ
る
形
に
整
え
、
大
和
の
儀
式
、

木
遣
り
を
や
り
、
9
時
に
曳
き
出

し
を
始
め
、
一
之
柱
は
5
町
会
の

氏
子
ら
が
「
よ
い
し
ょ
」
と
声
を

上
げ
、
離
れ
た
境
内
に
引
き
込
み
、

午
後
4
時
か
ら
御
柱
を
建
立
し
ま

し
た
。

　

裏
御
柱
は
前
回
の
御
柱
の
上
部

8
メ
ー
ト
ル
を
切
っ
て
引
き
継
ぎ

建
立
し
ま
し
た
。

　
　
　

編
集
委
員　

小
幡
　
政
義

千鹿頭神社御柱の建立の様子

須々岐水神社御柱の建立の様子

平成２8 年度 里山辺公民館決算書 （単位：円）

項 目
地 区 分 担 金
助 成 金
雑 収 入
繰 越 金

合 計

決 算 額
129,941 

30,000 
90,000 

826,145 
151,059 

57,294 
156,200 

59,331 
91,036 
10,000 
98,000

120,070 
3,500 

1,822,576 

決 算 額
1,815,500

20,000
10

287,066

2,122,576

項 目
学 習 活 動 費
館 報 編 集 費
図書視聴覚事業
体 育 事 業 費
文 化 事 業 費
郷 土 愛 活 動 費
委 員 報 酬
事 務 費
補 助 金
分 担 金
印 刷 費
会 議 費
交 際 費
合 計

平成２9 年度への繰越金　300,000 円

収入の部 支出の部
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世帯数：    5,299 戸
　男　：    5,777 人
　女　：    6,171 人
　計　：  11,948 人

平成29年5月1日現在



里
山
辺
公
民
館

町
会
・
各
役
員
他

里
山
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
会
長
　
市
原 

富
美
敏

　

★
こ
ん
な
時
、
あ
な
た
は
ど
ん

な
挨
拶
を
し
ま
す
か
？
『
日
常
の

挨
拶
は
』・『
初
対
面
の
人
』・『
お

世
話
に
な
っ
た
方
』・『
迷
惑
や
不

愉
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た

ら
』・『
人
に
何
か
を
頼
む
時
』・『
感

謝
の
気
持
ち
を
表
す
時
』。

　

挨
拶
は
、
相
手
に
対
す
る
気
遣

い
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「
あ

な
た
の
存
在
を
大
切
に
思
っ
て
い

ま
す
よ
」
と
い
う
意
思
の
表
れ
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
は

き
ち
ん
と
「
挨
拶
」
が
出
来
て
い

ま
す
か
？
昨
年
、
里
山
辺
地
区
の

一
般
の
方
、中
学
生
、小
学
生
（
高

学
年
）
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
結
果
、
立
派
な
社
会
人

に
な
っ
て
も
「
挨
拶
」
が
き
ち
ん

と
出
来
て
い
な
い
人
が
意
外
と
多

い
と
い
う
事
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
事
実
が
私
た
ち
の
課
題

で
す
。

　

★
挨
拶
は
何
の
た
め
に
す
る

の
？
挨
拶
は
小
さ
い
頃
に
教
え
て

も
ら
っ
た
魔
法
の
言
葉
で
す
。
挨

拶
は
、
基
本
的
な
礼
儀
で
あ
り
、

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

入
口
に
な
る
わ
け
で
す
。
も
う
一

度
挨
拶
運
動
の
原
点
に
立
ち
戻

り
、
お
互
い
に
認
識
し
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

「やさしく、まいにち、ベストな笑顔、みんな仲良し山辺小学校」
児童会挨拶活動

挨
拶
運
動
を

も
っ
と
活
発
に
す
る
に
は

◎
は
長  

○
は
副

 

◇
町
会
連
合
会
・
公
民
館
長
会

町
会
名
　    

町
会
長
　      

公
民
館
長

下
金
井　

白
木
久
雄　

小
林
賢
一

新　

井　

田
村
八
宏　

赤
羽
健
治

湯
の
原　

花
岡
武
司　

花
岡
則
夫

藤　

井　

藤
井
敬
善　

今
村
和
守

上
金
井
○
矢
﨑
弘
道　

丸
山
哲
平

薄　

町　

西
村
侊
哉　

古
畑
清
隆

兎
川
寺　

新
井
明
夫　

長
村
孝
章

荒　

町　

辻　

憲
一　

関　

光
貴

西
荒
町　
市
原
富
美
敏　

佐
藤
良
治

北
小
松　
出
井
東
亜
雄
◎
輿　
　

熹

西
小
松
○
西
浦
眞
治　

小
野　

忠

南
小
松　
小
岩
井
政
人　
小
岩
井
亮
治

林　
　

◎
小
岩
井
俊
忠
○
横
山
金
生

美
里
町　

山
田
巻
義　

永
高
清
美

若
里
町　

中
島
幸
一　

八
坂
文
明

小
松
町　

松
岡
政
夫　

安
藤
善
朗

 

◇
子
ど
も
会
育
成
会

◎
小
岩
井
里
美　

○
大
武
美
智
子

○
佐
藤
修
子

 

◇
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

◎
山
口
壽
男　

○
久
保
田 

一

 

◇
里
山
辺
公
民
館

公
民
館
長　
　

多
田　

健

館
長
補
佐　
　

中
村　

誠

公
民
館
主
事　

石
川
和
也

嘱
託
職
員　
　

中
村　

徹

 

◇
公
民
館
運
営
委
員

◎
小
幡
泰
俊　

○
愛
瀬
三
枝

小
岩
井
俊
忠　
白
木
久
雄　
輿　
　

熹

山
口
壽
男　
丸
山
久
代　
矢
嶋
大
輔

日
野
原
利
治　
赤
木
秀
雄　
木
下
栄
治

田
垣
元
敏　
小
岩
井
里
美　
久
保
田 

一

 
◇
人
権
啓
発
推
進
委
員

〈
町
内
〉   

◎
久
保
田 

一
○
輿 　

 

熹

千
野
孝
明　
鈴
岡
潤
一　
花
岡
則
夫

今
村
和
守　
丸
山
哲
平　
佐
々
木
永
博

辻　

憲
一　
市
原
富
美
敏　
小
野　

忠

新
井　

悟　
柳
澤
由
美
子　
永
高
清
美

林　

芳
枝　
小
澤
扶
巳
夫

〈
各
種
団
体
〉
横
山
金
生　
山
本
宏
子

山
口
壽
男　
中
野
八
千
代　
中
嶋
幸
蔵

本
木
善
子　

矢
嶋
大
輔　
日
野
原
利
治

清
水
由
香
利　

岩
原　

忍　
佐
々
木
雅
実

小
岩
井
里
美　

布
野
芳
枝

 

◇
体
育
委
員

〈
本
部
〉   

◎
木
下
栄
治
○
川
口
一
雄

         

○
松
尾　

衛　

和
田
修
英　
梶
葉
利
行　
品
田
尚
彦

金
井　

守　
武
井
信
幸　
上
條
健
二

大
嶋
康
弘　
簑
島
太
郎　
横
内
敏
之

小
林
久
伸　
中
谷
利
昭　
三
澤
進
一

〈
町
内
〉　    

楠
田
真
也　
升
田　

徹

金
井
寿
男　
山
本
和
利　
丸
山
典
広

安
原
俊
隆　
北
澤
高
明　
熊
谷　

久

市
川
健
一　
百
瀬　

裕　
小
岩
井
禮
子

忠
地
佳
貴　
柳
澤
一
実　
小
林
清
孝

井
伊
弘
成　
百
瀬
和
男

〈
松
本
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〉

奥
原
憲
祐　
竹
岡
和
美

 
◇
文
化
委
員

〈
本
部
〉   

◎
田
垣
元
敏
○
藤
本　

昭

久
保
田
勇
治　
小
松　

弘　
根
津
と
し
子

塩
野
完
治　
小
林
尊
子　
清
澤
英
雄

〈
町
内
〉　    

小
林
俊
之　
広
田
正
人

小
林
貴
代
子　
赤
木　

勝　
高
野
り
つ
子

降
旗
裕
治　
藤
森
政
義　
小
松　

弘

竹
野
入
俊
司　
藤
岡
一
夫　
塩
原　

司

小
岩
井
健
司　
柴
崎
玄
悟　
松
井　

久

林　

芳
枝　
小
澤
扶
巳
夫

 

◇
図
書
視
聴
覚
委
員

◎
愛
瀬
三
枝　

○
村
本
千
絵
美

○
因
幡
由
美

松
井
幸
子　
千
野
三
千
代　
小
平　

香

重
田
美
子　
花
岡
康
恵　
小
田
さ
お
り

東
城
日
出
子

 

◇
館
報
編
集
委
員

◎
赤
木
秀
雄　

○
細
野　

麗

鈴
木
敏
子　
金
井
順
子　
小
幡
政
義

小
岩
井
登
嗣
治　
横
山
俊
作

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

　
　
　お
願
い
し
ま
す

　

4
月
1
日
の

人
事
異
動
に
よ

り
里
山
辺
地
区

地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
藤
原
育
美
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
や
多
く
の
史
跡
な
ど

魅
力
溢
れ
る
地
区
と
い
う
印
象
で
す
。

地
域
づ
く
り
活
動
な
ど
皆
様
に
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
携
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　

桜
花
に
迎
え

ら
れ
て
里
山
辺

地
区
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
に

お
世
話
に
な
り
ま
す
市
川
功
子
で
す
。

　

以
前
職
員
と
し
て
勤
務
し
た
時
に

お
世
話
に
な
っ
た
懐
し
い
方
々
に
お

会
い
で
き
て
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
3
ヶ
月
の
短
い
期
間
で
す
が
、

地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
3
月
31
日
付
け
で
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
職
員
の
内
澤
喬
平
さ
ん
が
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

藤原　育美

市川　功子
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